
ご利用のコンピュータを設定する方法 

このラボの作業を行うには、事前設定された dCloud ラボを使用するか、自身のコンピュータを

セットアップします。詳細については、イベントの事前準備 [英語] とラボの設定 [英語] の両方の

モジュールを参照してください。  

ミッション 

インスタント メッセージは、人とやりとりする上での優れた方法です。Cisco Spark は、グループ 

チャット、コンテンツ共有、デスクトップ共有などのためのプラットフォームです。また Cisco 

Spark は、REST API、エンドツーエンドの暗号化、複数のプラットフォームに対応するクライアン

トを提供しており、運用ワークフローや DevOps ワークフローにも適しています。 

このラボでは、開発者が Cisco Spark などのメッセージング ツールを使用してやりとりする方法

について示します。たとえば、ネットワークがダウンした場合に自動化されたボット(Bot)によって

テキストが送信されたり、エンジニアリング チームによる厳格なサニティ チェックに合格した設

定変更が自動的に適用されたりといったことです。 

開発者は、こうした種類の作業を日常的に実施しています。開発者はメッセージング アプリケー

ションを使用して、実稼働環境への導入を承認し、また新しいコードがユニット テストや統合テス

トに合格しなかった場合には、ツールからのアラートを受け取ります。これらのアラートは、電話

機、タブレット、メッセージング クライアントへ送信され、またそこから対処することもできます。 

目標 

所要時間：30 分 

Python と Spark API を使用して、次のことを行います。 

• Spark ルーム(スペース)を作成する 

• ルーム(スペース)にユーザを追加し、ルーム(スペース)にメッセージを投稿する 

• ルーム(スペース)からデータを取得して表示する 

前提条件 

背景 

• このミッションに先立ち、本モジュール(REST APIと Python)のラーニング ラボを完了し

ておくことをお勧めします。 

https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-lab-setup
https://developer.ciscospark.com/


Python 

• サンプル コードを実行するには、使用しているマシンに Python 3 がインストールされて

いる必要があります。 

• DevNet イベントで DevNet ラーニング ラボ PC を使用している場合は、Python 3.x + が

すでにインストールされています。 

• Python をインストールする方法については、このページ上部の「How to Setup Your 

Own Computer（ご利用のコンピュータを設定する方法）」の項を参照してください。 

Python の requests ライブラリ 

• いくつかのサンプル コードでは、Python の requests ライブラリを使用して REST API の

呼び出し部分を簡単にできるようにしています。 

• DevNet イベントで DevNet ラーニング ラボ PC を使用している場合は、requests ライブ

ラリがすでにインストールされています。 

• requests ライブラリをインストールする方法については、このページ上部の「How to 

Setup Your Own Computer（ご利用のコンピュータを設定する方法）」の項を参照して

ください。 

Git Repo を複製する 

• DevNet イベントで DevNet ラーニング ラボ PC を使用している場合は、 

o タスク バー上の Git CMD アイコンをクリックして Git コマンド ウィンドウを開くか、

またはスタート ボタンをクリックして、実行バーに「git cmd」と入力して Enter キ

ーを押してください。 

• 自分のワークステーションより作業を行っている場合は、デスクトップでコマンド ターミナ

ルを開きます。 

• cd \ と入力して、ルート ディレクトリに移動します。 

• mkdir DevNetCode\<your-name> と入力して、「C:\DevNetCode\yourname」というディレ

クトリを作成します。 

o 例：mkdir DevNetCode\brTiller 

• cd \DevNetCode\<your-name> と入力して、新しいディレクトリに移動します。 

o 例：cd \DevNetCode\brTiller 

• GitHub から devnet-express-code-samples リポジトリを複製します。次のコマンドを入力し

ます。 

• git clone https://github.com/CiscoDevNet/devnet-express-code-

samples.git 



 

 

作成したディレクトリに「devnet-express-code-samples」ディレクトリが確認できるはずです。
' 

 

 

ミッション 

このミッションでは、spark_mission.py という未完成の Python スクリプトが提供されます。このス

クリプトを使ってルーム(スペース)や新しいユーザを作成し、ルーム(スペース)へのメッセージの

投稿やルーム(スペース)の詳細の取得を行います。ただし、未完成であるため、このスクリプト

は正しく機能しません。スクリプトを完成するには、次のタスクを実行する必要があります。サポ

ートが必要な場合は、完了した以前のラボから取得したサンプル コードを確認してください。ま

た、『Spark API Reference Guide（Spark API リファレンス ガイド）』[英語] も参照してください。詳

細については、以下のタスクを確認してください。 

spark_mission.py 

import json 

import requests 

 

# MISSION: リクエストに必要な情報を指定しよう 

ACCESS_TOKEN = "" # 自分のアクセストークンを””内に設定しよう 

ROOM_NAME = "" # 作成するルーム(スペース)名を指定しよう 

YOUR_MESSAGE = ""  # ルーム(スペース)に投稿する文字列を指定しよう 
 

# 認証に必要なヘッダとデータの整形に必要なヘッダーを設定しています 

def setHeaders():          

    accessToken_hdr = 'Bearer ' + ACCESS_TOKEN 

    spark_header = {'Authorization': accessToken_hdr, 'Content-Type': 

'application/json; charset=utf-8'}      

    return spark_header 

 

https://developer.ciscospark.com/resource-rooms.html


 

# 新しいルーム(スペース)を作成して、ルームの ID を取得します 

# MISSION: JSON を解析してルーム ID を返す処理を実装してみよう 
def createRoom(the_header,room_name): 

    roomInfo = '{"title" :"' + room_name + '"}' 

    uri = 'https://api.ciscospark.com/v1/rooms' 

    resp = requests.post(uri, data=roomInfo, headers=the_header) 

    var = resp.json() 

    print("createRoom JSON: ", var) 

    # MISSION: ここに JSON の解析とルーム ID を返す処理を追加しましょう 
 

 

# 新しいメンバーをルーム(スペース)に追加します。メンバーの e-mail は test@test.com です。 
def addMembers(the_header,roomId): 

    member = '{"roomId":"' + roomId + '","personEmail": "test@test.com", 

"isModerator": false}' 

    uri = 'https://api.ciscospark.com/v1/memberships' 

    resp = requests.post(uri, data=member, headers=the_header) 

    print("addMembers JSON: ", resp.json()) 

 

# メッセージをルーム(スペース)に投稿します 

def postMsg(the_header,roomId,message): 

    message = '{"roomId":"' + roomId + '","text":"'+message+'"}' 

    uri = 'https://api.ciscospark.com/v1/messages' 

    resp = requests.post(uri, data=message, headers=the_header) 

    print("postMsg JSON: ", resp.json()) 

 

 

def getRoomInfo(the_header,roomId): 

# MISSION: 作成したルーム(スペース)に関連する詳細情報を表示する処理を追加しましょう 
 

if __name__ == '__main__': 

    header=setHeaders() 

    # 作成するルーム(スペース)の ROOM_NAME を渡しています 

    room_id=createRoom(header,ROOM_NAME) 

    # ルーム(スペース)にメンバーを追加するために、addMembers 関数には roomId を渡しています 

    addMembers(header,room_id)    

    #ルーム(スペース)にメッセージを投稿するために、pstMsg 関数には roomId を渡しています 

    postMsg(header,room_id,YOUR_MESSAGE) 

 

    # MISSION: getRoomInfo(header,room_id)の呼び出しをここに追加しましょう 
 

 

タスク 

1. ターミナルを開き、先に作成したディレクトリ DevNetCode\<your-name> に移動します。 

o 「前提条件」セクションでは、ソース コード ファイルを Git リポジトリからこのディレ

クトリに複製しました。作成したディレクトリに devnet-express-code-samples サブ

ディレクトリが確認できるはずです。このサブディレクトリがない場合は、前提条件

のセクションに戻り、手順に従ってディレクトリを作成し、Git リポジトリを複製します。 

mailto:メンバーのe-mailはtest@test.com


2. module04\lab05-mission ディレクトリに移動します。ターミナルに「cd 

\DevNetCode\<your-name>\devnet-express-code-samples\module04\lab05-mission」

と入力します。 

3. spark_mission.py ファイルを開きます。たとえば Windows では、「notepad 

spark_mission.py」と入力します。 

4. ACCESS_TOKEN、ROOM_NAME、YOUR_MESSAGE について、必要なデータを入

力します。すでに説明したように、アクセス トークンを取得するには、URL 

https://developer.ciscospark.com/[英語] にアクセスしてログインし、Web ページの右上

にあるメンバー アイコンをクリックします。 

※ アクセストークンは誰にも公開しないようにしてください。 

5. 未完成の createRoom 関数を完成させましょう。#ADD CODE HERE TO PARSE AND 

RETURN THE ROOM ID を確認してください。ルーム ID を解析して返す必要がありま

す。ヒント：スクリプトを実行すると、エラー「TypeError: Can't convert 'NoneType' object to 

str implicitly」が表示されます。「createRoom JSON:」の部分に表示されているレスポン

スの JSON を見ながら、createRoom 関数でルーム ID を解析して返す方法を考えて、

実装してみましょう。 

 

6. 未完成の getRoomInfo関数 完成させましょう。Spark REST APIを使用して、ルーム(ス

ペース)の詳細を取得します。『Spark API Reference Guide（Spark API リファレンス ガイ

ド）』[英語] を参照して、使用する API を決定します。API を呼び出す処理を記述したら、

レスポンスの JSONオブジェクトを解析するコードを記述して、ルームのすべての値を表

示させます。 

完成させた関数を呼び出す処理をお忘れなく。 

7. スクリプトが完成したら、Spark アプリケーションを開くか、https://web.ciscospark.com に

移動します。ログインして、新しく作成されたルーム(スペース)を確認します。  

 

https://developer.ciscospark.com/
https://developer.ciscospark.com/resource-rooms.html
https://developer.ciscospark.com/resource-rooms.html
https://web.ciscospark.com/


ルーム(スペース)からメンバーがすべて退出すると、ルーム(スペース)は削除されます。[i] アイ

コンをクリックして、[スペースから退出（Leave Room/Space）] を選択します。 

 

 

おめでとうございます。ミッションが完了しました。 

 


